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佐久市埋蔵文化財調査報告書　第 274 集



　大豆田遺跡Ⅵは佐久市長土呂に所在します。周辺では小学校建設、区画整理事業、中部横
断自動車道建設等の開発事業が行われ、多くの遺跡が発掘調査されています。今回の発掘調
査は遺跡内で６番目となり、周辺部の調査事例と同じく古代の集落跡が発見されました。
　今回、特に注目される出土品として「刻書紡錘車」があります。紡錘車は糸を紡ぐ道具で
す。土製・石製・金属製が知られています。今回の「刻書紡錘車」はほぼ完形品の石製で、
奈良時代（８世紀代）の家跡から出土しました。永く使われたのか擦れて光沢があります。
特徴は下面と側面に「○田」と読める刻書があり、上面にも擦れた刻線がある事です。この
ように文字や記号が刻まれた紡錘車は千曲市松ヶ崎遺跡の「卍」が刻まれた土製紡錘車や佐
久市の同じ遺跡群内で「十」が刻まれた石製紡錘車が知られるのみで、長野県では非常に希
少な資料です。
　「刻書紡錘車」は全国的にみてもほぼ関東地方に発見が限定され、特に群馬県南西部から
埼玉県北西部にかけてのきわめて限定的な分布を示す事が解っています。この事から、この
紡錘車は地域特有の祭祀や儀礼行為に使われたのではないかと考えられています。
　今回、佐久地域の近接する遺跡から複数の出土が確認されたことは、古代において佐久と
上州の集落祭祀や儀礼形態に繋がりがあった可能性が指摘でき、物流のみならず人々の生活
や精神面でも交流が深かった事を示す重要な発見と言えます。

　大豆田遺跡Ⅵ出土の「刻書紡錘車」について
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１. 本書は、ＪＡ佐久浅間	 株式会社アメックが行う宅地造成工事に伴う発掘調査報告書である。
２. 調	査	原	因	者	 ＪＡ佐久浅間　株式会社アメック
３. 調	査	主	体	者	 佐久市教育委員会
４. 遺跡名及び調査面積	 周防畑遺跡群　大豆田遺跡Ⅵ ( ＮＳＯⅥ )　　600㎡
５. 所	在	地	 佐久市長土呂 1725　他
６. 調査期間	 平成 31年４月４日～令和元年５月 10日 ( 現場発掘作業 )
	 令和元年５月～令和３年３月 ( 報告書作成作業 )
７. 調	査	担	当	者	 冨沢一明
８. 巻頭は高島英之「群馬県多野郡吉井町大字神保字北高原出土の刻書紡錘車について」研究紀要 22
　群馬県埋蔵文化財事業団 2004 を参考とした。また、報告書作成にあたり櫻井秀雄　原　明芳　　
　鳥羽秀継（敬称略）よりご教示を賜った。記して感謝申し上げる。

９. 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１. 遺構の略記号は、住居址 ( Ｈ )・掘立柱建物址 ( Ｆ )・土坑 ( Ｄ )・溝状遺構 ( Ｍ ) である。
２. 挿図の縮尺については、挿図中にスケールを示した。出土遺物観察表の単位は㎝と gとした。
３. 遺構の標高は遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」とした。
４. 土層の色調は、1988 年版『新版　標準土色帖』に基	づいた。
５. 遺物挿図番号、遺物写真番号、遺物観察表番号は一致する。(　) は推定値、＜＞は残存値である。
６. 測量座標は世界測地系を用い、調査区グリットは公共座標の区割りに従い、間隔は４×４mに設
　	定した。
７. 遺構の計測値は下図に示した部分の計測値である。挿図中における網掛けは以下を示す。　　　
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	 第２節　掘立柱建物址
	 第３節　土　坑
	 第４節　溝状遺構
	 第５節　ピット
	 遺物観察表

第Ⅲ章　調査成果　　		

　　写真図版
　　抄　録
　　当遺跡の「自然的環境・歴史的環境」及び「調査の方法」については大豆田遺跡Ⅴと同一の為、佐久市埋蔵文化財調
　　査報告書第 255 集　「大豆田遺跡Ⅴ・古仁田遺跡」を参照

平成 31年度 ( 令和元年 )・令和２年度

　調査受託者　　佐久市教育委員会　教育長　楜澤晴樹
　事　務　局　　社会教育部長　　　三浦一浩　　青木　源（令和元年度）
　　　　　　　　文化振興課長　　　東城　洋
　　　　　　　　企　画　幹　　　岡部政也　　吉田　晃（令和元年度）
　　　　　　　　文化財調査係長　　山本秀典
　　　　　　　　文化財調査係　　　小林眞寿　　羽毛田卓也　　冨沢一明
　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　学　　久保浩一郎　
　　　　　　　　調　査　員　　　赤羽根篤　　赤羽根充江　浅沼勝男　　小林妙子　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　堀篭まゆみ　橋詰信子　　橋詰勝子　　田中ひさ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　栁澤孝子　　清水律子　　堀篭保子　　横尾敏雄　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　依田好行　　中澤　登　　羽毛田利明　木内修一
　　　　　　　　　　　　　　　　　比田井久美子

			遺跡南側遠景 ( 西より )　奥に見える住宅街が平成 28年調査部
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第１図　大豆田遺跡Ⅵ調査全体図
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　　第Ⅰ章　発掘調査の経緯
第１節　調査の経緯
　大豆田遺跡Ⅵは周防畑遺跡群の南端に位置し、標高 704 ｍを僅かに越える台地南端に所在する。
調査地点の地形は北から南へとのびるいわゆる「田切」に挟まれた低い台地で、この台地は調査地点
付近で沖積低地へ変わっていく。本遺跡周辺は近年に入り、中部横断自動車道建設や新設の小学校と
して佐久平浅間小学校建設、区画整理事業等で多くの開発事業が行われた。また、北陸新幹線「佐久
平駅」に近接している事から宅地造成事業を中心に各種開発が盛んに行われている地域である。
　本地域はこのような開発に伴い多くの発掘調査がなされ、資料の蓄積が進む地域である。発見され
た遺構としては、弥生時代後期の所産と考えられる国内で最大級の規模となる 18× 9.5 ｍの竪穴住
居址や溝が四隅切れるタイプの方形周溝墓や円形周溝墓が集落に接して検出されている。古代におい
ては、周辺の遺跡から佐久平では希少な出土例となる７世紀末と考えられる「川原寺式」の軒丸瓦や
布目瓦が発見されている。また、西近津遺跡群からは平安時代の竪穴住居址から銅印「○子私印」が
出土している。
　今回、平成 28年に引き続き遺跡群内において JA 佐久浅間　株式会社アメックにより宅地造成が
計画され、文化財保護法 93条が長野県教育委員会宛て、佐久市教育委員会に届出された。市教育委
員会により該地の試掘調査が行われ、予定地内から遺構が発見された。保護協議の結果、工事により
遺跡破壊が及ぶ範囲については記録保存を目的とする発掘調査を行うことになり、佐久市教育委員会
文化振興課において発掘調査が実施される事となった。

第２図　大豆田遺跡Ⅵ位置図 (1/50000)
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第２節　調査日誌
　平成30年９月19日	 株式会社アメックより土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出。

９月20日	 長野県教育委員会へ市教育委員会より30佐教文振第1295-２号土木工事等の	
	 ための埋蔵文化財発掘の通知について(副申)

９月26日	 長野県教育委員会より30教文第７－1056号にて周知の埋蔵文化財包蔵地に	
	 おける土木工事等について(通知)
　平成31年１月15日	 株式会社アメックより埋蔵文化財調査費概算見積依頼が提出。

４ 月 ２ 日	 株式会社アメックと市教育委員会により埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結
４ 月 ４ 日～令和元年５月10日　記録保存目的による開発対象地の発掘調査を行う。

	 引き続き報告書作成作業を行う。
　令和２年４ 月 ２ 日	 株式会社アメックと市教育委員会により埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結
　　　　　　　　　　　報告書作成業務を行う。　
　令和３年３月	 報告書を刊行し、記録類・出土品を整理保管しすべての業務を終了する。

第３節　調査の概要
　遺　構　　竪穴住居址　　22軒 ( 弥生時代後期４軒、奈良・平安時代 18軒 )
　　　　　　土　坑　　　　13基
　　　　　　溝状遺構　　　		7 本
　遺　物　　弥生土器 ( 箱清水式 )　土師器　須恵器　灰釉陶器　石製品　鉄製品

第４節　基本層序
　今回の調査地点は南西方向に向いゆるやかに傾斜する台地上である。基本層序は５層に分かれるが、
北側の畑地部分と南側水田部分では遺構確認面が異なっていた。北側畑地部分は浅間P1層上であり、
南側水田面は黒色土層か砂層である。また、遺構も所産時期により確認面が異なり、弥生後期の住居
址はⅢ層の砂が被った状態で検出された。　
　　　　　　　第Ⅰ層　10YR4/1　褐灰色土　	耕作土、しまり弱い。　　　　　
　　　　　　　第Ⅱ層　５YR5/8　明赤褐色土　しまり・粘性あり。水田耕作土下層部の土。
　　　　　　　第Ⅲ層　10YR7/2　にぶい黄橙色土　砂層で径 1～２㎝の小石を多く含む。
　　　　　　　第Ⅳ層　10YR2/1　黒色土　しまり・粘性あり。
　　　　　　　第Ⅴ層　10YR5/6　黄褐色土　浅間火山灰Ｐ 1層

第３図　大豆田遺跡Ⅵ土層模式図
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1.褐灰色土(10YR5/1) しまり・粘性あり。水田耕作土。

2.にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまり・粘性弱い。ローム粒子を
                                         含む。

3.灰黄褐色土(10YR4/2)) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

4.にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。
                                         柱痕。

5.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を多く含む。

6.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

7.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性あり。ロームブロックを含む。

8.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。黒色土主体。

9.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。ロームブロックと
                                黒色土の混合土。
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8.暗褐色土(10YR3/3) しまり･粘性ややあり。焼土ブロックを多く含む。
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11.明黄褐色土(10YR6/8)) しまり･粘性あり。ロームブロックと黒色土の混合土。
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　第Ⅱ章　遺構と遺物

第１節　竪穴住居址
( １) Ｈ１号住居址
　本址は調査区南側のカ -15・16Gr で検出された。住居北東コーナー部分が一部検出されたのみで
ある。形態は不明で、規模は検出長で、南北 1.42 ｍ、東西 2.42 ｍを測る。検出された床面積は 2.35
㎡である。壁の高さは北壁で 0.12 ｍを測る。ピットは 1ヶ所検出され、規模はＰ 1が径 0.56 ｍ・
深さ 0.52 ｍであった。床は部分的に貼床が施されていた。
　遺物は土師器甕や土師器坏等が出土したがいずれも小片で図示できるものはなかった。よって本址
の所産時期は不明である。

( ２) Ｈ２号住居址
　

第４図　H１号住居址実測図

第５図　H２号住居址実測図
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。畑地耕作土。

2.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

3.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性弱い。軽石を多く含む。

4.褐灰色土(10YR4/1) しまり・粘性あり。粘土の掘り崩れ。

5.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性弱い。焼土ブロックを多く含む。

6.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性あり。上面硬質化している。

7.明黄褐色土(10YR6/8) しまり・粘性あり。ローム掘り崩れ。

8.黄褐色土(10YR5/6) しまり・粘性ややあり。ローム粒子と黒色土の混合土。　

本址は調査区南側のオ -20・21、カ -20Gr で検出された。住居南東コーナー部分が一部調査区外と
なる。形態は方形で、規模は南北長 3.82 ｍ、東西長 2.98 ｍを測る。床面積は推定で 10.49㎡である。
主軸方位はN-52°-Wを示す。壁の高さは南壁で0.27ｍを測る。ピットは掘方を含め7ヶ所検出され、
P1 と P2 は住居の主柱穴と考えられる。床は 0.11 ～ 0.21 ｍの厚さで貼床が施され、カマド周辺は
特に硬質化していた。カマドは北壁中央につくられ、礫と粘質土で袖がつくられていた。
　遺物は覆土を中心に出土し、８点を図示した。本址の所産時期はこれらの出土遺物から８世紀代と
考えられる。

( ３) Ｈ４号住居址
　本址は調査区北側のエ - ６Gr で検出された。住居西部分が一部検出された。形態は不明で、検出
規模は南北長2.22ｍ、東西長2.42ｍで、検出された住居床面積は2.65㎡である。壁高さは西壁で0.36
ｍを測る。ピットは 1ヶ所検出され、規模はＰ 1が径 0.32m・深さ 0.77 ｍを測る。壁溝が巡り、深
さ 0.04 ～ 0.10mを測る。カマドと考えられる粘土の広がりが北壁側で検出されが火床部はなく、カ
マドとしては確証が得られなかった。
　遺物は覆土を中心に出土したが、3の土師器坏は床面上から出土した。本址はこれらの出土遺物よ
り９世紀前半に位置づけられると考える。

第５図　H２号住居址出土遺物実測図

第６図　H４号住居址及び出土遺物実測図
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第７図　H５号住居址出土遺物実測図
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1.暗褐色土(10YR3/3)
　　　　 しまり・粘性弱い。小石を多く含む。
　　　　 灰と焼土粒子を含む。

2.褐色土(10YR4/4)
　　　　 しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

3.赤褐色土(2.5YR4/8)
　　　   しまり・粘性弱い。焼土層。
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1
2

3
1.褐灰色土(10YR5/1) 
      しまり・粘性あり。 
       水田耕作土。

2.黒褐色土(10YR3/2) 
      しまりややあり。粘性弱い。
       小石を多く含む。

3.にぶい黄褐色土(10YR4/3) 
       しまり・粘性ややあり。
　　　 黄色土と砂の混合土。

( ４) Ｈ５号住居址
　本址は調査区北側のカ -11・12、キ -11・12Gr
で検出された。住居西部分が調査区域外となる。
形態は方形と考えられ、検出規模は南北長 5.42
ｍ、東西長 3.90 ｍで、検出された住居床面積は
9.86㎡である。主軸方位は N-72°-E を示す。壁
高さは東壁で 0.22 ｍを測る。カマドは東壁につ
くられ、礫と粘質土でつくられていた。火床部は
煙道よりで確認され、焼土の厚みは 0.07mであっ
た。
　遺物は覆土を中心に多く出土した。１～ 5は
灰釉皿と椀で、５には墨書が確認できる。６～８
は須恵器坏、９～ 29までは土師器坏や碗である。
内面黒色処理を施した坏・碗にはミガキによる暗
文風の模様が描かれているものがある。30 は土
師器甕の口縁部破片であり、形態より甲斐型甕の
可能性がある。
　本址はこれらの出土遺物より、10世紀前半の所産時期が考えられる。

( ５) Ｈ６号住居址
　本址は調査区南側のカ -19・20Gr で検出された。
住居西側の大部分が調査区域外となる。形態は不明
であり、検出規模は南北長 2.74 ｍ、東西長 0.56 ｍ
で、検出された住居床面積は 1.34㎡である。壁高さ
は東壁で 0.17 ｍを測る。床の顕著な硬質は確認で
きなかったが、深い部分で 0.31m貼られており、凹
凸がある掘方であった。
　遺物は灰釉陶器片、須恵器坏片、土師器甕片、弥
生土器甕片が出土したが、いずれも小片で図示でき
るものはなかった。よって本址の所産時期は不明で
ある。

( ６) Ｈ７号住居址
　本址は調査区北側のエ -7・8、オ -7・8Gr で検出された。住居北西コーナーが調査区域外となる。
形態は長方形であり、検出規模は南北長 3.76 ｍ、東西長 2.26 ｍで、検出された住居床面積は 7.07
㎡である。壁高さは 0.01 ～ 0.08 ｍを測る。床は顕著な硬質部分が確認できたが、掘方に関しては
下層に重複遺構の覆土が存在した為、確認できなかった。ピットは 1ヶ所検出され、規模は P1の長
径 0.94m、短径 0.45m、深さ 0.24mを測る。東壁が一部カマド煙道のように飛び出していたが、焼
土や袖構築材等は検出されず、カマドとしては確認できなかった。
　遺物は覆土より出土が多かった。1は須恵器短頸壺の口縁部である。2と 3は土師器碗である。4
～ 6は土師器坏でいずれも内面に暗文風のミガキが施されている。
　本址の所産時期は出土遺物が少なく不確実であるが、9世紀代と考えられる。

第８図　Ｈ５号住居址実測図

第９図　Ｈ６号住居址実測図
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1.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

2.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を含む。

3.褐灰色土(10YR4/1) しまり・粘性あり。灰と炭化物の混合土。

4.にぶい黄橙色土(10YR7/3) しまり弱い。粘性あり。焼土・灰・粘土の混合土。

5.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。焼土粒子を多く含む。

6.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり弱く、粘性ややあり。焼土層。灰を含む。

7.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性あり。ロームブロックを含む。

8.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。

9.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。硬質化したブロック。

10.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性弱い。ぼそぼそしている。

11.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性あり。ロームブロックと炭化物を含む。

12.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。焼土粒子とローム粒子を含む。

P36

18

27

25 15

26

(7) Ｈ９号住居址
　本址は調査区南側のエ -22、オ -22Gr で検出された。住居南側が調査区域外となる。形態は方形と
考えられ、検出規模は南北長 1.40 ｍ、東西長 5.78 ｍで、検出された住居床面積は 8.26㎡である。
主軸方位はN-19°-Wを示す。壁高さは東壁で 0.42 ｍを測る。床は顕著な硬質部分が確認でき、貼
床は0.02～0.20mの厚みで貼られていた。ピットは15ヶ所検出され、いずれも掘方時に確認された。
　カマドは北壁中央に構築されており、礫と粘質土で袖をつくっていた。火床部はよく焼けており硬
質化していた。
　遺物は覆土からの出土が多く、28点を図示した。1は灰釉陶器皿で混入の可能性がある。２は須
恵器高坏脚部と長頸壺口縁部と判断に迷った。本址からは須恵器甕の出土が多く、9と 10 は同一個

第 10図　Ｈ７号住居址及び出土遺物実測図

第 11図　Ｈ９号住居址実測図
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第 12図　Ｈ９号住居址出土遺物実測図
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。砂主体。小石を多く含む。

2.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。黄色の砂を含む。

3.にぶい黄褐色土(10YR5/4) しまり・粘性弱い。炭化物を少量含む。

4.明黄褐色土(10YR6/8) しまり・粘性弱い。黄色の砂。

5.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。灰色の粘土ブロックを
                               多く含む。

6.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性弱い。焼土ブロック･炭化物を
                                少量含む。

7.明赤褐色土(10YR5/6) しまり・粘性ややあり。黒色土と黄色の砂の混合土。
                                  小石を多く含む。

D
D

’

D D’

P32

カマド掘り方

6
P32

C C’5

体と考えられる。23と 24は小型のロクロ甕であり、外面に細かなカキ目状の成形痕が確認できる。
形態や胎土から在地ではなく外来系土器と考えられる。
　本址はこれらの出土遺物から所産時期が９世紀前半に位置づけられると考える。

( ８) Ｈ 10 号住居址
　本址は調査区南側のオ -21、カ -21・22Gr で検出された。北壁の一部が調査区域外となる。形態
は方形と考えられ、検出規模は南北長 3.02 ｍ、東西長 2.70 ｍで、検出された住居床面積は 7.95㎡
である。主軸方位はN-51°-E を示す。壁高さは南西コーナーで 0.28 ｍを測る。床は顕著な硬質部分
が確認でき、貼床は0.07～0.21mの厚みで貼られていた。ピットは1ヶ所検出され、規模は径0.64m、
深さ 0.10mを測る。掘方は中央部が一段高く北壁と南壁が一段低い掘方でありった。カマドは東壁
中央南よりに構築されており、火床部のみが確認できた。焼土の規模は径 0.36m、厚み 0.06mである。
　遺物は覆土からの出土が多く、６点を図示した。１と２は須恵器蓋である。3は土師器高坏の坏部
と考えられる。４～６は土師器甕である。出土遺物が少なく不確実であるが、これらの遺物から本址
は 7世紀後半から８世紀代の所産時期が考えられる。

( ９	) Ｈ 11 号住居址
　本址は調査区北側のオ -11・12、カ -11・12Gr で検出された。西側がH5号住居址に壊されている。
形態は方形と考えられ、検出規模は南北長 3.58 ｍ、東西長 3.78 ｍで、検出された住居床面積は
12.48㎡である。主軸方位はN-10°-Wを示す。壁高さはカマド脇で 0.16 ｍを測る。床は顕著な硬質
部分が確認でき、貼床は 0.03 ～ 0.14mの厚みで貼られていた。ピットは４ヶ所検出されたがいずれ
も主柱穴とは考えられなかった。

第 13図　Ｈ 10住居址及び出土遺物実測図
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カマド掘り方 1.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。炭化物を含む。

2.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。黄色の砂を含む。

3.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。炭化物を多く含む。

4.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。小石を多く含む。
　　　　　　　　　　　　　　炭化物を含む。

5.黒褐色土(10YR2/2) しまり・粘性あり。ローム粒子を多く含む。

6.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。

7.赤褐色土(2.5YR4/6) しまり・粘性弱い。焼土。

8.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

9.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性ややあり。石を多く含む。
　　　　　　　　　　　　　　黒色ブロック混入
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第 14図　Ｈ 11住居址及び出土遺物実測図



11

1

2

3

4

5

6

１～9(1:４)7

8

9

2

705.7m
2m

 

0 (1:80)

調
査

区
域

外

調
　査

　区
　域

　外

P39

P38

H7

H7
P1D4

B B’

A
A

’

B B’

H
7

H
7

D
4

2
2

1
A

’
A

2 2221

1.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性あり。ローム粒子を多く含む。

2.黄褐色土(10YR5/6) しまり・粘性あり。ロームブロックを多く含む。

　カマドは北壁中央で検出された。カマドから掻きだされたような状態で大量の礫が確認された。こ
の礫下からは、径0.3mほどの火床部が確認された。また、一部袖石も原位置を保つ状態で発見された。
　本址からはカマド周辺や覆土から遺物が多く出土し、17点を図示した。特に 3の須恵器甕は口縁
部の破片に別個体の甕口縁部破片が溶けて付着しており、須恵器窯から消費遺跡まで持ち込まれたと
考えられる。本址はこれらの遺物から９世紀後半の所産時期が考えられる。

(10) Ｈ 12 号住居址
　本址は調査区北側のエ -7・8、オ -7・8Gr で検出された。形態は方形と考えられ、検出規模は南北
長 2.62 ｍ、東西長 2.94 ｍで、検出された住居床面積は 8.45㎡である。主軸方位は不確実であるが
N-60°-Wを示す。壁高さは西コーナーで 0.09 ｍを測る。床は一部分で硬質が確認でき、貼床は 0.01
～ 0.09mの厚みで貼られていた。ピットは検出されなかった。カマドは D4号土坑に削平されたと
考えられる。
　本址からは覆土を中心に遺物が出土し、９点を図示した。特に 9は内面を丁寧なミガキと黒色処
理を施した土師器鉢で、外面は叩き技法の痕跡が残る。本址はこれらの出土遺物から９世紀後半の所
産時期が考えられる。

(11) Ｈ 13 号住居址
　本址は調査区南側のカ -21・22、キ -21・22Gr で検出された。形態は方形で、規模は南北長 3.42 ｍ、
東西長 3.30 ｍで、住居床面積は 11.65㎡である。主軸方位はN-27°-Wを示す。壁高さはカマド脇
で 0.38 ｍを測る。床はカマド前面で硬質が確認でき、貼床は 0.07 ～ 0.21mの厚みで貼られていた。
ピットは 1ヶ所確認され、規模は径 0.31m、深さ 0.36mであった。カマドは北壁中央部に構築され
ており、袖部分と火床部が検出された。火床部はよく焼けており、0.04mの焼土堆積が確認された。

第 15図　Ｈ 12住居址及び出土遺物実測図
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1.灰黄褐色土(10YR4/2) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。　　　

2.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。黄色の砂を含む。

3.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。炭化物を含む。

4.黒色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。粘土を少量含む。

5.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性あり。焼土ブロック
　　　　　　　　　　　　　　　と灰を含む。

6.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。

7.褐灰色土(10YR4/1) しまり・粘性あり。粘土層。

8.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性あり。上面硬質。
　　　　　　　　　　　　　　　小石・黄色の砂を多く含む。

カマド掘り方

調査区域外

　本址からの出土遺物は多く、18点を図示した。1と2は須恵器坏蓋である。３～8は須恵器坏である。
9は須恵器甕であり、10は肩胴部に凸帯が巡る、いわゆる「四耳壺」の破片と考えられる。土師器
は坏と甕があり、坏は内面黒色処理を施したものがあった。17の土師器甕はいわゆる「武蔵甕」と
呼ばれるもので胴部下半を欠損する。また 18は大型の刀子と考えられ、柄部には木質が錆化して残
存していた。本址はこれらの出土遺物から８世紀後半の所産時期が考えられる。　

第 16図　Ｈ 13住居址及び出土遺物実測図
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

2.暗褐色土(10YR3/3) しまり弱く、粘性ややあり。焼土、炭化物を含む。

3.赤褐色土(2.5YR4/8) しまりややあり、粘性弱い。焼土層で小石を含む。

4.黒褐色土(10YR3/2) しまりあり、粘性弱い。黒色ブロックと小石を多く含む。

4

調　査　区　域　外

(12) Ｈ 14 号住居址
　本址は調査区南側のク -21・22、ケ -21・22Gr で検出された。形態は方形で、規模は南北長 4.22 ｍ、
東西長 3.92 ｍで、住居床面積は 15.33㎡である。主軸方位はN-14°-Wを示す。壁高さは東壁中央
で 0.16 ｍを測る。床は中央部分が硬質で、貼床は 0.12 ～ 0.30mの厚みで貼られていた。掘方は東
壁際と西壁際が一段低く掘り込まれていた。壁溝は幅 0.10 ～ 0.18m、深さ 0.03 ～ 0.11mで、検出
された壁際に一周するように巡っていた。ピットは５ヶ所確認され、P1 と P3 ～ P5 は主柱穴、P2
は入口施設のピットと考えられる。カマドは検出されなかったが、北壁際に良く焼けた焼土範囲が検
出され、カマド火床部と考えられる。焼土は径 0.42m、深さ 0.16mであった。	

第 17 図　H14 号住居址及び出土遺物実測図
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1.暗褐色土(10YR3/3)　 しまり・粘性弱い。ローム粒子を含む。

2.褐灰色土(10YR4/1)  しまり弱く、粘性あり。灰層。

3.赤褐色土(2.5YR4/8)  しまり弱く、粘性ややあり。焼土層。

4.黒褐色土(10YR3/2)　しまり・粘性あり。ロームブロックを多く含む。

5.暗褐色土(10YR3/4)　しまり・粘性あり。上面硬質。

　本址からの出土遺物は比較的多く、９点を図示した。2は須恵器坏で、歪みが激しくいわゆる「杓
状坏」と呼ばれるものである。注目される出土遺物としては 9の石製紡錘車がある。ほぼ完形で、
下面と側面に「○田」と考えられる刻書、上面に刻線がそれぞれ確認できる。
　本址の所産時期は６～ 8を混入遺物と考えると、８世紀代と考えられる。

(13) Ｈ 15 号住居址
　本址は調査区北側のエ -8・９、オ - ８・９Gr で検出された。南側は地形により削平されていた。
形態は不明で、検出規模は南北長 4.18 ｍ、東西長 3.52 ｍで、住居床面積は 11.84㎡である。主軸方
位はN-66°-E を示す。壁高さは東壁中央で 0.06 ｍを測る。床は中央部分が硬質で、貼床は 0.02 ～
0.11m の厚みで貼られていた。壁溝は幅 0.13 ～ 0.22m、深さ 0.03 ～ 0.07m で、検出された壁際
に一周するように巡っていた。ピットは掘方時に 2ヶ所確認された。カマドは検出されなかったが、
東壁際に焼土範囲が検出され、カマド火床部と考えられる。焼土は径 0.32m、深さ 0.07mであった。
　本址からの出土遺物は 12点を図示した。平面図に記載した４点の遺物はいずれも床面上の遺物で
あった。これらの遺物より本址は９世紀代に位置づけられると考える。	

第 18 図　H15 号住居址及び出土遺物実測図
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2.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり弱く、粘性ややあり。よく焼けた焼土層。

3.にぶい黄褐色土(10YR5/3)　 しまり・粘性あり。ローム粒子・黒色土
                                           ブロックが層状になる。
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1.褐色土(10YR4/4)　 しまり・粘性弱い。畑地耕作土。

2.褐色土(10YR4/4)　しまり・粘性弱い。黄色の砂と小石を含む。

3.褐色土(10YR4/4) 　しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

4.暗褐色土(10YR3/3)　 しまり・粘性ややあり。灰と焼土ブロックを含む。

5.黒褐色土(10YR3/2)　 しまり・粘性弱い。黒色土と小石を多く含む。

6.黄褐色土(10YR5/8)　 しまり・粘性あり。ロームと黒色土の混合土。

7.黒褐色土(10YR3/1)　 しまり弱く、粘性ややあり。

4

(14) Ｈ 17 号住居址
　本址は調査区北側のオ -11・12Gr で検出された。住居北西コーナー部のみの検出である。検出規
模は南北長 2.24 ｍ、東西長 2.60 ｍで、検出部の床面積は 4.05㎡である。壁高さは北壁で 0.37 ｍを
測る。貼床は 0.10 ～ 0.21mの厚みで貼られていた。
　本址からの出土遺物は少なく４点を図示した。これら遺物より不確実であるが、本址は８世紀代に
位置づけられると考える。	

第 19 図　H17 号住居址及び出土遺物実測図

第 20図　H18 号住居址及び出土遺物実測図
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1.褐灰色土(10YR5/1) しまり・粘性あり。水田耕作土。

2.にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

3.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。黒色土ブロックを含む。

4.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。焼土・炭化物を多く含む。

5.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり弱く粘性あり。焼土と灰の混合土。

6.灰黄褐色土(10YR4/2) しまり・粘性弱い。黄色の砂を多く含む。

7.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性ややあり。黒色土ブロックを含む。

8.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。焼土ブロック・粘土ブロックを含む。

9.灰黄褐色土(10YR5/2) しまり・粘性弱い。砂の崩れ。

1
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5 6

1～6(1:4)

2

(15) Ｈ 18 号住居址
　本址は調査区北側のエ -9・10、オ -9・10・11Gr で検出された。形態は方形で、規模は南北長 4.96
ｍ、＜東西長＞ 4.16 ｍで、検出部分の床面積は 16.28㎡である。主軸方位は N-15°-Wを示す。壁
高さは南壁で 0.15 ｍを測る。床は中央部分が硬質で、貼床は 0.06 ～ 0.12mの厚みで貼られていた。
壁溝は幅 0.12 ～ 0.22m、深さ 0.05 ～ 0.09mで、検出された壁際に一周するように巡っていた。ピッ
トは４ヶ所確認され、P2 ～ P4 は主柱穴と考えられる。カマドは北壁中央で検出されたが、袖部分
は確認されず、火床部のみ検出された。
　本址からの出土遺物は少なく５点を図示した。いずれも覆土からの出土である。1は土師器坏の体
部であり、墨書が確認できるが判読は不明である。本址の所産時期は不明である。

(16) Ｈ 19 号住居址
　本址は調査区南側のキ -22・23、ク -22・23Gr で検出された。形態は不明で、カマド周辺部のみ
検出された。検出規模は南北長 0.24 ｍ、東西長 3.12 ｍで、検出部分の床面積は 0.86㎡である。主
軸方位は N-13°-Wを示す。壁高さは北壁で 0.37 ｍを測る。貼床は 0.16mの厚みで貼られていた。
ピットは1ヶ所確認された。カマドは北壁中央で検出された。袖部分は礫と粘質土で構築されており、
火床部はよく焼けていた。
　本址からの出土遺物はカマド周辺より多く出土し、６点を図示した。1と 2は須恵器坏。4と 3は
須恵器甕である。5と 6は小型の土師器甕である。これらの出土遺物より、本址は８世紀代の所産時
期と考えられる。

(17) Ｈ 21 号住居址
　本址は調査区西側のソ -21・22・23、タ -22・23Gr で検出された。形態は方形で、検出規模は南
北長 4.76 ｍ、東西長 4.84 ｍで、検出部分の床面積は 19.07㎡である。主軸方位はN-20°-Wを示す。
壁高さは北東コーナーで 0.15 ｍを測る。床はやや軟質であったが、貼床は 0.01 ～ 0.16mの厚みで

第 21図　H19 号住居址及び出土遺物実測図
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1.褐灰色土(10YR4/1) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

2.赤褐色土(2.5YR4/6) しまり・粘性弱い。焼土層で砂を多く含む。

3.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。黒色土ブロックを含む。

4.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性弱い。褐色の砂層で小石を多く含む。

3

3

貼られていた。ピットは６ヶ所確認され、P1 ～ P4 が主柱穴と考えられる。カマドは北壁中央で確
認されたが、火床部と袖構築材の掘り込み穴が確認されたのみである。
　本址からの出土遺物は少なく、7点を図示したのみである。これらの出土遺物より不確実ではある
が、本址は８世紀代の所産時期が考えられる。

(18) Ｈ 22 号住居址
　本址は調査区西側のセ -22・23Gr で検出された。形態は不明で、カマド周辺部と一部硬質の床が
検出された。検出規模は南北長 3.12 ｍ、東西長 2.70 ｍで、検出部分の床面積は 6.46㎡である。主
軸方位はN-65°- Ｅを示す。壁高さは西壁で 0.10 ｍを測る。貼床は 0.10 ～ 0.20mの厚みで貼られ
ていた。ピットは掘方時に 1ヶ所確認された。規模は径 0.82m、深さ 0.47mである。カマドは東壁
北よりで検出された。火床部分のみの検出であったが、よく焼けていた。
　本址からの遺物は覆土より出土し、３点を図示した。1は須恵器坏蓋であり、ほぼ完形である。2
は須恵器壺であり、肩部に１条の凸帯を巡らしている。いわゆる「四耳壺」と呼ばれる器種と考えら
れる。3は土師器甕である。これらの出土遺物より不確実ではあるが、本址は８世紀代の所産時期と
考えられる。

第 22図　H21 号住居址及び出土遺物実測図
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1.にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。炭化物を微量含む。

2.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性弱い。よく焼けている。

3.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。粘土ブロックを含む。

4.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。粘土を貼ったような土。

1

3

2

1～3 (1:4)

1

2

3

(19) Ｈ３号住居址
　本址は調査区北側のウ -4・5、エ -4・5Gr で検出された。形態は長方形で、検出規模は南北長 4.18 ｍ、
東西長2.74ｍで、検出部分の床面積は9.57㎡である。主軸方位はN-7°-Wを示す。壁高さは北壁で0.11
ｍを測る。ピットは 1ヶ所確認された。規模は径 0.26m、深さ 0.28mである。炉は住居址北より中
央で検出された。炉は中央部に土器を敷き詰めた、いわゆる「土器埋設炉」であり、掘方は長軸 1.16m、
幅 0.44m、深さ 0.13mを測る。埋設された土器内に顕著な焼土は確認できなかった。
　本址からの遺物は覆土や炉周辺より出土し、８点を図示した。１～３は壺であり、1と３が炉に使
われていた土器である。これら壺の頸部文様帯はいずれも異なっていた。4は台付甕の脚部と考えら
れる。５～ 7は甕で、いずれも櫛描波状文と頸部に櫛描簾状文が施されている。8は単孔の甑である。
これらの出土遺物より、本址は弥生後期の箱清水式期に位置づけられる。

(20) Ｈ８号住居址
　本址は調査区北側のエ -5・6・7、オ -5・6・7Gr で検出された。形態は隅丸長方形で、西側の半分
以上は調査区域外となる。検出規模は南北長 8.46 ｍ、東西長 3.66 ｍで、検出部分の床面積は 20.97
㎡である。主軸方位はN-12°-Wを示す。壁高さは東壁で0.30ｍを測る。床は全体に硬質で、貼床は0.01
～ 0.06mの厚みで貼られていた。また、壁下の一部には壁溝が巡っており、規模は幅 0.14 ～ 0.18m、
深さ 0.02 ～ 0.08mを測る。ピットは 11ヶ所が確認された。P1と P11 は検出位置より主柱穴と考
えられ、本址は６本の主柱穴の可能性がある。P4～ P7 は入口施設と考えられる。P3は貯蔵穴で住
居側の床上に土手状の土盛りが検出された。P8～ P10 は壁柱穴で、それぞれ主柱穴に対応した位置
に検出された。
　本址からの出土遺物は非常に多く、第 28図に示したように住居址中央部にまとまった状態で出土
した。出土状態は住居中央に近いほど床面に近く、西壁際近くなるに従い床と出土遺物の間に黒色土
の堆積が確認された為、これら遺物は住居廃絶後しばらく時間が経過した後に住居内に破棄された遺
物群と考えられる。
　出土遺物は 62点を図示した。１～ 3は鉢でいずれも赤彩が施されている。４～ 7は高坏であり、
4は坏部の口唇部に櫛描斜走文が施されている。８～ 24 は壺である。いずれも頸部に文様帯をも
ち赤彩が施されている。頸部文様帯の内、15～ 17 は箆描沈線の区画内に細い棒状工具による円形
刺突が施されており、15・16・18 は区画が鋸歯文を呈する。25は鉢と考えられるが、壺の欠損部
をミガキ、擬似口縁状につくりだしている。26～ 47 は甕である。文様は櫛描波状文、櫛描斜走文
が主体で、頸部に櫛描簾状文を施す。特殊なものとして、35と 45 ～ 47 は地文が縄文施文となる。
41は櫛描簾状文を刺突状に施文した文様である。48はミニチュア土器と考えられる。49は無頸壺

第 23図　H22 号住居址及び出土遺物実測図
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。畑地耕作土。

2.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を多く含む。

3.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性ややあり。軽石を多く含む。

4.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性弱い。黄色粒子を多く含む。
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と考えられる。やや黒味をおび黒色処理のような状態である。50～ 61 は石製品で、敲き或いは磨
りが観察できる。62は上下は欠損しているが４面が擦れた砥石と考えられる。
　これらの出土遺物から、本址は弥生後期の箱清水期に位置づけられると考える。

第 24図　H３号住居址及び出土遺物実測図
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第 25図　H８号住居址出土遺物実測図①
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第 26図　H８号住居址出土遺物実測図②
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1.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。

2.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。軽石を多く含む。

3.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性あり。ローム粒子を多く含む。　　

4.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を含む。

5.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。

6.黄褐色土(10YR5/8) しまり・粘性あり。
                               ロームブロックを多く含む。

7.黄褐色土(10YR5/8) しまり・粘性ややあり。
                               ローム粒子と黒色土の混合土。

8.明黄褐色土(10YR6/8) しまりあり。ローム主体。

9.黄橙色土(10YR7/8) しまりややあり。一部上面
                      硬質化している。黒色土を微量含む。
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第 28図　H８号住居址及び出土遺物実測図



24

P
P

705.6m
2m

 

0 (1:80)

A

A

A’

A’

D

D

E

E

F

FD’

D
’

E
’

E’

F
’

F’

B

B

B’

B’

C

C

C’

C’

B B’

H5

H11

P9

P8

P11

P2

P10・P12

P13

P7

P6

P15

P4

P3
P14

P1

P5

P16

P17

調　査　区　域　外

調
査

区
域

外

3

6

11

12

10
9

5

H5
H114 5

2
1

12
3

13調
　
査
　
区
　
域
　
外

炉　掘り方

7

6

13

H5

8

119

10

1.にぶい黄橙色土(10YR7/4) しまり・粘性弱い。砂を多く含む。砂層。

2.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。軽石粒子を多く含む。

3.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性あり。黄色ブロックを含む

4.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性あり。焼土層。

5.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。炭化物を多く含む。

6.黄褐色土(10YR5/8) しまり・粘性あり。ロームブロック・黒色土ブロックを含む。

7.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。

8. 暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性弱い。小石を含む。

9.赤褐色土(2.5YR4/8) しまり・粘性弱い。焼土層。

10.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性ややあり。炭化物を含む。

11.にぶい黄橙色土(10YR7/4) しまり・粘性あり。地山に近い。

12.明黄褐色土(10YR6/8) しまり・粘性ややあり。上面硬質。

13.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性あり。ロームブロックと黒色土との混合土。

炉

(21) Ｈ 16 号住居址
　本址は調査区北側のオ -10・11・12、カ -10・11・12、キ -11・12Gr で検出された。形態は長方形で、
北西側の 1/3 は調査区域外となる。検出規模は南北長 7.56 ｍ、東西長 5.50 ｍで、検出部分の床面
積は 24.28㎡である。主軸方位はNを示す。壁高さは南東コーナーで 0.76 ｍを測る。床は全体に硬
質で、貼床は 0.02 ～ 0.04mの厚みで貼られていた。また、床面上からは多量の炭化材が出土し、本
址が焼失家屋の可能性を示していた。ピットは 17 ヶ所確認された。P8 ～ P10、P12・P13 は入口
施設と考えられる。P1と P6 及び P14 と P15 は入口施設と主柱穴のような位置関係に検出され、或
いは本址の内側に重複する住居址がもう一軒存在した可能性がある。炉は西壁よりで検出された。い
わゆる「土器埋設炉」であり、図示した５が据え置かれていた。
　本址からの出土遺物は非常に多く、特に南壁の入口付近からまとまって出土した。出土遺物は 14
点を図示した。１と２は高坏である。いずれも赤彩が施されている。３～ 6は壺である。頸部に櫛
描横線文、箆描斜線文がそれぞれ施されている。７～ 11は甕である。9と 10 は小型でミニチュア
土器として捉えた方がよいかもしれない。8は地文に縄文施文を行い、頸部に櫛描簾状文を施してい
る。その他のものは地文に櫛描波状文、頸部に櫛描簾状文が施されている。12は台付甕であり、地
文に櫛描波状文、頸部に櫛描簾状文が施されている。13と 14は敲き石である。
　本址はこれらの出土遺物から、弥生時代後期の箱清水期に比定されると考えられる。

第 29図　H16 号住居址実測図
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第 30図　H16 号住居址出土遺物実測図
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1.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。
                          下層に黄色の砂を含む。

2.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。
             ローム粒子と小石を多く含む。

3.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性ややあり。
                         ローム粒子を多く含む。

4.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。
                          炭化物を少量含む。

5.褐色土(10YR4/6) しまりややあり、粘性弱い。
                                ローム粒子を多く含む。

6.黒色土(10YR2/1) しまり・粘性あり。
                             炭化物を含む。

7.明黄褐色土(10YR6/8) しまり･粘性あり。
            ローム土を築き固めた状態の土。

8.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性あり。
                      ローム粒子を多く含む。

9.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性ややあり。
                          下層に黄色の砂を含む。

10.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性弱い。
                           炭化物を多く含む。

11.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性あり。
                                  炭化物を含む。

12.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性あり。
                         炭化物を多く含む。
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(22) Ｈ 20 号住居址
　本址は調査区北側のエ -9・10・11、オ -9・10・11Gr で検出された。形態は隅丸長方形で、西側
と東側が調査区域外となるため、住居中央部のみの検出となった。検出規模は南北長 8.16 ｍ、東西
長4.16ｍで、検出部分の床面積は29.39㎡である。主軸方位はN-17°-Wを示す。壁高さは北壁で0.57
ｍを測る。床は全体に硬質で、一部に張替が確認された。貼床は0.02～0.08mの厚みで貼られていた。
ピットは５ヶ所が確認された。P2・P4・P5 は検出位置より主柱穴と考えられ、P7は棟持ち柱と考
えられる。炉は２ヶ所に検出された。いずれも「土器埋設炉」の形態である。規模は炉 1が径 0.42m、
深さ 0.12m、炉 2が径 0.44m、深さ 0.18mを測る。顕著な焼土は確認されなかった。
　出土遺物は 26点を図示した。覆土や床面上より出土した。１と２は鉢でいずれも赤彩が施されて
いる。3と４は高坏である。５～ 10 は壺であり、８と９は無彩である。11 ～ 18 は甕である。11
は形態より台付甕の可能性がある。16 ～ 18 は地文に縄文を施文する。20 は単孔の甑であり、19
も形態より甑と考えられる。21 は敲き石、22・23 は磨り石である。24 は土製の勾玉である。25
と 26は縄文後期の土器片である。
　これらの出土遺物から、本址は弥生時代後期の箱清水期に比定される。

第 31図　H20 号住居址実測図
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1～20 (1:4)第 32図　H20 号住居址出土遺物実測図①



遺構名 形態 検出位置 長軸長 短軸長 深さ 出土遺物 備考
D1 楕円形 オ・カ-17 1.34 0.94 1.06 須恵器坏・甕　土師器坏
D2 楕円形 オ・カ-17 <1.88> 1.78 1.49 弥生甕　木片 中世
D3 円形 オ・カ-22 1.24 1.08 0.15 須恵器坏・甕　
D4 不整形 オ-7 <0.82> 0.90 0.15 須恵器坏
D5 円形 キ-21・22 1.20 1.10 0.57 弥生碗 柱痕
D6 円形 キ-22 0.96 0.90 0.37
D7 不整形 ク-22 1.78 1.10 0.14

D9 円形 ク・ケ-22 0.92 0.86 0.54
須恵器坏・甕　土師器甕
弥生壺

D10 方形? シ-22・23 2.10 <0.86> 0.29
須恵器甕　土師器坏・甕(武
蔵型)

D11 楕円形 シ-22 1.10 0.78 0.44 須恵器坏　土師器甕(ロクロ)
D12 円形 ス-22 1.18 0.98 0.14 須恵器坏　土師器甕(ロクロ)

D13 方形 ス・セ-21 1.32 1.26 0.13
須恵器坏　土師器坏・甕
弥生壺

D14 方形 ケ-22 1.88 1.72 0.12

単位(m)　　<　>検出値

28

21

22
23

24

25
26

21～23、25～26 (1:4)

24 (1:1)

２．土　坑
　今回の調査では 13基の土坑を調査した。いずれも形態が整うものは無かったが、D2号土坑は覆
土の状況や、土坑底面から湧水があり井戸枠片と考えられる木片等が出土したことから、井戸址の可
能性がある。また、所産時期も周辺部の調査成果と同じく中世と考えられる。また、D10 号土坑と
D14 号土坑は形態的に似ており同一性格の遺構と考えられる。なお、表に記載した出土遺物はいず
れも小片であり、図化することはできなかった。図化したものはD1号土坑の金属製品、D11 の土師
器坏のみであった。

３．溝状遺構
( １)M１号溝状遺構
　本址は調査区北端ウ - ３Ｇｒで検出された。断面形状は U字形で、検出長 4.15 ｍである。規模は
幅0.50～ 0.56m、深さ0.30～ 0.45ｍである。溝は南北方向に延び、検出部の中央が一段窪んでいた。
　本址からの出土遺物は無く、所産時期も不明である。

第 32図　H20 号住居址出土遺物実測図②

第１表　土坑計測表
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　　　　                    小石を多く含む。
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1.褐色土(10YR4/6) しまり・粘性弱い。砂を多く含む。

2.灰黄褐色土(10YR4/2) しまり・粘性弱い。砂層。
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1.黒褐色土(10YR3/1) しまり・粘性弱い。

2.暗褐色土(10YR3/3) しまり・粘性ややあり。
　　　　　　　　　　　　　　黒色土ブロックを含む。

3.黄褐色土(10YR5/6) しまり・粘性弱い。黄色の砂。
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1.黒褐色土(10YR3/1)
　　　　 しまりあり。粘性ややあり。
　　　　 ローム粒子を含む。

70４．５m
2m

 

0 (1:80)

A
A

’

A

A
’

1
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しまり・粘性弱い。
砂を多く含む。
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1.暗褐色土(10YR3/3)　
 しまり・粘性あり。φ5～6mm
 のロームブロックを含む。
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1.暗褐色土(10YR3/3)
　　　　 しまり・粘性あり。
　　　　 φ5～6mmのロームブロックを多く含む。
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( ２)M２号溝状遺構
　本址は調査区北、ウ -4、エ -4・5Gr で検出された。溝断面形状は逆台形で、底面はほぼ平坦であった。
検出長は 2.95m、幅 0.54 ～ 0.88m、深さ 0.22 ～ 0.48mである。西側は地形の傾斜により検出でき
なかった。本址からの出土遺物は無く、所産時期も不明である。

( ３)M３号溝状遺構
　本址は調査区北、エ・オ -7Gr で検出された。溝断面形状は逆台形で、底面はほぼ平坦であった。
検出長は 2.44m、幅 0.54 ～ 0.68m、深さ 0.06 ～ 0.16mである。西側は地形の傾斜により検出でき
なかった。本址からの出土遺物は灰釉陶器皿片、須恵器甕片、内面黒色処理された土師器坏片が出土
したがいずれも小片で図化できなかった。所産時期も不明である。

( ４)M４号溝状遺構
　本址は調査区北、オ -8Gr で検出された。溝断面形状は逆台形で、底面はほぼ平坦であった。覆土
は砂が多く混入していた。検出長は 1.37m、幅 0.80 ～ 0.84m、深さ 0.08 ～ 0.09mである。南側は
H15 号住居址で切られる。本址からの出土遺物は弥生土器片が多数出土した。遺構の新旧関係より
古代以前の所産時期が考えられる。
　
( ５)M５号溝状遺構
　本址は調査区北、オ -11Gr で検出された。溝断面形状はＶ字形であった。検出長は 2.42m、幅 0.32
～ 0.54m、深さ 0.10 ～ 0.34m である。西側は地形の傾斜により検出できなかった。本址からの出
土遺物は無く、所産時期も不明である。

( ６)M6号溝状遺構
　本址は調査区南、ケ -21・22・23Gr で検出された。溝断面形状は逆台形で、底面はほぼ平坦であった。
検出長は 4.95m、幅 0.84 ～ 1.02m、深さ 0.36 ～ 0.39mである。調査区を横断するように、南北方
向に延びると考えられる。本址からの出土遺物は灰釉陶器皿片、須恵器坏・甕片、内面黒色処理され
た土師器坏片等があった。本址の所産時期は不確実であるが古代と考えられる。

( ７)M7号溝状遺構
　本址は調査区南、エ -9、オ -8・9Gr で検出された。溝断面形状は逆台形で、底面はほぼ平坦であった。
検出長は 3.73m、幅 0.50 ～ 0.74m、深さ 0.09 ～ 0.15mである。形態は円形に屈曲しており、形状
はいわゆる円形周溝墓的な様相を示す。本址からの出土遺物は弥生高坏片、弥生壺・甕片、鉢があっ
た。本址の所産時期は不確実であるが、弥生後期箱清水期と考えられる。

４．ピット
　今回の発掘調査では63基の単独ピットを調査した。調査範囲が道路幅範囲と限定されているため、
掘立柱建物址に認定できるピットは確認できなかったが、Ｄ 5号土坑―Ｐ 49─Ｄ９号土坑の並びは
北に広がる掘立柱建物址の可能性が指摘できる。また、Ｐ 22─Ｐ 23─Ｐ 24 ─Ｐ 30 ─Ｐ 31 は柵
列として捉えられるかもしれない。
　各ピットの出土遺物は計測表に記載したが、いずれも小片であり図化できるものは無かった。また、
出土遺物よりピットの所産時期を確定できるものもなく、遺構の新旧関係より導き出された先後関係
しか把握できなかった。
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。畑地耕作土。

2.黄褐色土(10YR5/6) しまり・粘性弱い。砂の層。

3.にぶい黄褐色土(10YR4/3) しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

4.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。小石を多く含む。
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　　　　　　　　　           ロームブロックを少量含む。
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1.褐色土(10YR4/4) しまり・粘性弱い。畑地耕作土。

2.黄褐色土(10YR5/8) しまり・粘性ややあり。ロームブロック多い。

3.黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性あり。

4.暗褐色土(10YR3/4) しまり・粘性弱い。ローム粒子多い。
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1.暗褐色土(10YR3/4)

しまり・粘性ややあり。
ロームブロックを少量含む。
畑地耕作土。

2.黄褐色土(10YR5/6)

しまり・粘性弱い。
ロームブロック主体。

3.黒色土(10YR2/1)

しまり・粘性ややあり。

軽石ブロックを含む。

M1
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　　　　　小石を多く含む。

1.黒褐色土(10YR3/1)
       しまり・粘性弱い。
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0
705.6m

2m(1:80)

1

3

2

P63
A A’

A

A
’

1.黒褐色(10YR3/1)
   　　しまり・粘性ややあり。

2.黄褐色土(10YR5/8)
       しまり・粘性あり。
       ロームブロックを多く含む。

3.暗褐色土(10YR3/4)
       しまり・粘性ややあり。
       軽石をやや多く含む。
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単位　ｍ　（　） 推定　<　> 残存
№ 検出位置 形態 長径 短径 深さ 出土遺物 ・備考

1 オ─ 18 円形 0.28 0.25 0.06 
2 オ─ 19 円形 0.35 0.33 0.16 弥生壺
3 カ─ 18 ・ 19 円形 0.38 0.34 0.13 
4 オ─ 19 円形 0.40 0.35 0.21 須恵甕
5 オ─ 19 不整形 0.52 0.32 0.10 
6 オ─ 19 円形 0.31 0.29 0.11 
7 オ─ 19 楕円形 0.75 0.44 0.21 須恵甕
8 オ─ 19 円形 0.54 0.49 0.16 
9 カ─ 19 方形 0.74 0.64 0.50 須恵坏 ・ 甕　土師甕　弥生壺

10 カ─ 18 ・ 19 不整形 0.58 <0.33> 0.22 須恵壺　土師甕
11 カ─ 17 円形 0.36 0.32 0.09 
12 カ─ 16 楕円形 0.82 0.61 0.70 土師内黒坏
13 オ ・ カ─ 16 円形 0.58 0.50 0.18 土師内黒坏
14 オ─ 16 不整形 0.74 0.56 0.40 弥生甕
15 オ─ 16 円形 0.62 0.54 0.57 土師甕
16 カ─ 18 円形 0.24 0.19 0.14 
17 オ─ 16 円形 0.48 0.40 0.29 
18 カ─ 16 ・ 17 円形 0.54 0.45 0.62 
19 オ─ 15 ・ 16 楕円形 <0.54> 0.44 0.62 
20 オ─ 15 ・ 16 楕円形 0.69 0.44 0.55 
21 オ─ 16 円形 0.49 0.40 0.11 
22 オ─ 21 楕円形 0.75 0.52 0.56 須恵坏 ・ 甕　土師甕
23 オ─ 21 円形 0.50 0.46 0.28 須恵坏　土師坏
24 オ─ 21 円形 0.37 0.33 0.17 
25 エ─ 21 円形 0.30 0.28 0.24 
26 エ─ 21 円形 0.48 0.48 0.34 土師甕　弥生甕
27 カ─ 20 ・ 21 円形 0.51 0.45 0.18 土師内黒坏
28 エ─ 22 円形 0.57 0.54 0.57 須恵甕　土師甕　弥生甕
29 オ─ 22 円形 0.57 0.52 0.29 須恵坏 ・ 甕　弥生壺 ・ 甕
30 オ─ 21 ・ 22 円形 0.64 0.50 0.17 須恵蓋　土師甕
31 カ─ 22 円形 0.47 0.44 0.28 
32 オ ・ カ─ 21 方形 0.69 0.59 0.29 須恵坏　土師甕　弥生甕
33 オ─ 22 円形 0.41 0.37 0.13 土師内黒坏
34 カ─ 21 不整形 0.52 0.46 0.43 須恵坏　土師坏
35 カ─ 21 円形 0.29 0.25 0.27 須恵坏
36 オ─ 22 円形 0.44 0.36 0.49 土師坏
37 オ─ 22 円形 0.40 0.33 0.41 土師皿 ・ 甕
38 エ─ 7 円形 0.65 0.57 0.36 
39 エ─ 8 円形 0.75 0.66 0.54 須恵蓋
40 カ─ 22 ─ 0.76 <0.48> 0.73 灰釉瓶
41 オ─ 21 円形 0.48 0.46 0.33 土師内黒坏
42 カ─ 11 円形 0.34 0.34 0.32 
43 オ─ 11 楕円形 1.15 0.97 0.68 土師坏　弥生壺
44 オ─ 12 円形 0.99 0.80 0.92 土師甕 （武蔵）
45 オ─ 11 ─ <0.53> <0.30> 0.26 須恵甕
46 キ ・ ク─ 22 円形 0.39 0.38 0.29 弥生甕
47 オ─ 12 円形 0.33 0.32 0.37 
48 オ─ 12 円形 0.59 0.54 0.58 土師甕 （武蔵）
49 ク─ 21 ・ 22 円形 0.74 0.67 0.61 須恵高坏 ・ 坏　土師内黒坏 ・ 甕　
50 オ─ 11 円形 0.56 0.52 0.15 
51 ク─ 22 円形 0.45 0.35 0.16 
52 ケ─ 22 円形 0.48 0.44 0.08 
53 ケ─ 22 円形 0.48 0.33 0.11 
54 ケ─ 22 円形 0.35 0.32 0.07 土師内黒坏
55 ケ─ 22 円形 0.37 0.35 0.13 土師甕 （武蔵）
56 サ─ 21 ─ 0.40 <0.21> 0.10 土師坏
57 コ ・ サ─ 22 ・ 23 楕円形 （0.66） （0.53） 0.19 
58 サ─ 22 円形 0.50 0.42 0.18 須恵甕
59 サ─ 22 円形 0.31 0.26 0.17 
60 サ─ 22 不整形 0.64 0.26 0.46 須恵甕
61 セ ・ ソ─ 22 円形 0.78 0.76 0.36 
62 コ─ 22 円形 0.40 0.34 0.26 
63 エ─ 7 楕円形 0.75 0.53 0.65 
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第 2表　ピット計測表

第 36図　グリッド遺物実測図
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				第Ⅲ章　調査の成果

　今回は一昨年に引き続き大豆田地籍を調査した。その結果、前回の調査では解らなかった周辺部の
遺跡立地の相違が明らかとなってきた。本章ではそれらの点を中心にまとめ調査の成果としたい。
　今回の発掘調査では、ほぼ同一面積を調査した東側に接する大豆田遺跡Ⅴと大きく様相を異にした。
まず第一点として遺構の検出状況が大きく変化している点である。Ⅴ地区では竪穴住居跡５軒の調査
に止まったが、今回の調査では 22軒が検出された。特に北側の調査区では 12軒の住居が複雑に重
なり合い、弥生時代後期から平安時代に及ぶ長い期間集落として利用されていた様子が窺えた。この
ことは北に接して調査されたⅦ地点でも同一状況であった。これとは対照的に東側に連続する大豆田
遺跡Ⅴや道常遺跡Ⅱ・Ⅲ、同じく道常遺跡Ⅳのエリアは古代の住居が非常に少なく、継続的な古代の
集落形成は確認できなかった。これらのエリアからは中世所産の遺構が多く発見され、時代的には
13～ 14世紀代の生活活動エリアと考えられる。
　近接する遺跡でこのように歴史的な環境が大きく変わるのは、地形の形状が係わっていると考えら
れる。東側のエリアはいずれの遺跡も調査中から湧水が激しかった。遺構確認面は通常の浅間火山灰
層いわゆるＰ１層であったが、覆土を掘り込むと数センチで湧水が確認された。西側エリアは地形的
に田切に落ち込む側であるが、厚い砂層の堆積もあり湧水は今回調査のＤ 2号土坑の底面で確認さ
れたに過ぎない。この事から標高的には高い東側エリアは、扇状地形末端の結果か湧水面が高く住居
を構築しての集落形成に不向きであったと考えられる。このような理由が遺跡立地を左右したのでは
ないだろうか。今後、周辺部開発にあたってはこの成果が遺跡保護に十分に生かせることになるであ
であろう。ただ、なぜ湧水エリアに中世の生活域が移るのかは現状で不明であり、立地する遺構の種
類や出土遺物の特徴から今後考えていかなければならない課題である。
　もう一つの大きな調査成果である多文字を記した「刻書石製紡錘車」については紙面の関係で触れ
ることができなかった。改めて別校としたい。以上雑駁であるが今回の調査成果としたい。　



Ｈ 1 号住居址 Ｈ４号住居址

Ｈ２号住居址 Ｈ２号住居址カマド

Ｈ３号住居址

Ｈ５号住居址 H6 号住居址

Ｈ３号住居址炉

図版　１



H ７号住居址 H10 号住居址

図版　２

H ８号住居址 H ８号住居址遺物出土状況

H ９号住居址カマド

H ９号住居址 H12 号住居址



Ｈ 11 号住居址 Ｈ 11 号住居址掘方

Ｈ 13 号住居址 Ｈ 13 号住居址カマド

Ｈ 14 号住居址

Ｈ 16 号住居址 H16 号住居址遺物出土状況

Ｈ 15 号住居址

図版　３
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